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 A method of location of a pint P :c. f. (1)] 

in space by theodolitic -observations eo at N 

points, At. A:,  ,Av, is developed here. utili-
zing the method of maximum likelillood (ILA. 

Fisher) and W. E. Deming's idea of least squ-

ares. Weights of observations are given as 

tensers W. 

 The estimated correctionvfpr the approximate 

position vector R0 c. f. (4)1 is given by (26), 
as a linear function of "excess veciors" Fix 

  f. 5)] with tensor coefficients (2.k.)-.1•Ka 

where Ki are defined by \.24)-
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■

'・強制振勤の方程式 上のようにきめた函数F(t)の 特徽を知 る爲に

冒

を 考 へ て 見 る。 これ の 期 望値it(3)ガ ・ら

に於て,外 力F(り は殆 ど遙期的ではあるが,そ の遡

期に若千の聯 があり・平均 の値の前衝 こい くらカつ

つ不同を生ずるといふ場合を次の譲な僕型 こよウて考

へて見る。'

完全に週期的であればPU(◎ 鞠i`輪 の如く置 くこ

とが出來るが,上 記の様な場 合は外力を記違する時間

のrあ ゆみ」にブラウン運動型不規則性が加はるもの

と考へ

の如くおいて見る。ヒゝに ㍉ はブラウン運動の 項を

示し 篭が ㍉ と㍉+{馬 との間にあろと向時に,s>t

な る8に つき もが も と ㍉+`F.の 間にある確率が

そ與へ られるとする。

翻ち

なる事が知 らlLる(但 しs〉 ⑤とした。s<0の とき

ほこれの共窺値)●

i文にこれの時閥平均

を考へて見る。8を 固定 したときPl(s)はTを バヲ

メータとした一つの硅率癸数であるが,T→ 。。 のと

き 鰍くの が一つのきまつた確摩餐激 に平均牧欽 ナる

導が示される。即ち



次に時閤李均

であるから,こ れを代入して

につき前の場合と同様の手つ穿き'を行ふに,や ゝ複継

ではあるが前の塘合と同線の計算を経て

に相鴬ナる確率憂歎が存在 し,そ の期望値ほ(4)か ら

明かに
の如き ψ(のの存在が認められる◎

である。

以上の如きF(t)が 右邊に ある場合の(1)の 解 を

考へよう。まつ通例の積分法に從つて

であるが,こ れによつて奥へられる 乞(のが 如何なる

特嶺を有す るかを前述の,℃)を しらべたときと同じ

方法でしらべて見る。 ●

まつ これのX(t)z(t+S)を 作 る

なる事は明か。但 しa(ε)は(12)に よ り定義される

εの函敦である。

x(t)の 振動の分折を行ふには,露 陣(萌 の7一 リ

エ変換 .

を求めて π(》)山が振動教 ザに謝する スベク トル蜜

度であると考へてよろしからう◎(瑠)に よる ユ(のを

代入して賓際に(15)の 計算を途行すると

に於いてのみ跳藁を有する階段函数となる.

(16)に ついては1若干有意義な解霧が可能であろo

o,n等 が 小く,P及 び 敵pに 比 し省略可能 ξあると



とな り,且 それぞれがほ野N(》)の 極大の位置を輿

へる●◎が 偽に比 し小い ときはN(±p)はjy(k)ig

比 し小(特 に σ0な らば一7(±P)は0で あ る),n

が 偽 に 途 し大 なれ ばN(±p)は"tvr(わ に 」七し大 と
2r2f

譲 禦箋響雲瓢 蓬封糠饗蕩
であれば固脊振動は踊起されないが、これに勤厩があ

れlf固 有振動が鋤起され,且 その動揺が大きいほど,

大 きくあらはれる事が分る。

定 常 正 規 多 重Markoff過 程
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§薯.緒 暫

{アσ,・。)}を 定 常正規確率系舜とするとき,そ れが

舐純1{arkoff系 列なるえめの必要十分條件はその自

己蒼礪蕉敦がp(k)=Ptk,lal≦1,な る形をもつことで

あることが伊藤氏tlli:よ つ て誼明され,こ のときの

確 率系列の彩が與えられ・更に確率過麗に対して もこ

れに封塵ナる定理が誼明された。本稿ではこれ等の定

理を多置Markoff系 列(過 侵)の 場合に搬張ナる。

以下,定 需正i規砧率系列G邑 歴){x(t,w)}に 於 て

Eてx(ら●o))=0,S(x1(ぽ,ω))=1と 櫃綻 するoこ れは

一般性を失 うものでほない
。

§2.確 率191e嶋 合

定壇1・ 定常正規確肇系列{z(k,w)},{乃=0,土17

±2,_…),が 正 需nな ゐ重Markofi系 列2)で あ る

1)正 規確率 過 旺(采 列){x(',e)}が 達 常 であ る

とほ,任 意 の 鶉 及 び 任意 の時 酷tiくt2く … … 〈tnに

対し{x(tileの),掴1,2,… …,覧}な るn次 元 確 鞭 救

の分 布函 批 ゆ;

但しA.及 び43).はtl'… …・tnの函教で
.

凶・蜘3'じ 伽1デ ー脅 ⑭ ち Σ・i・…;」 は正笹二

次形式)曜 る如 く書き表わされることをい う
。或る

t・くt・く一 く ち にPtLA・-i・S
、・・i-oと なるとき確

箏過程は特轟であるとい う(河 田131を 参照。特に定

當止規確拳系列{入 鳶,{のル}が 正常のときは,そ の自己

相 關 係 歎 を ρ↓自1r{x(k,ω)z(k-17th)}(1=O,士1,t2

…"●㍉P -1・Pt)と ナ れ`ま ・ti=k十`(i呂1,2
,… ….n)

に対し

とな り,こ の行 列 の 行 列 式lt正 で あ る.蓮 に こ の 行列

式 が(任 意 の π に対し)正 の と き は 確 率 系 列 ほ 正 常

で あ る。定 常正 規確率 系 列が 特 異 な るた め の必 要 十 分

條1牛 は或 るAに対し

PL十alρk_1十 ・・層●●・十akgz_轟 昌=0,k=0,±1,±2,・..● ●●

な る こ とで あ る(H・Wold[2】 を蛮 照)。

2)確 傘過 程(采 列){t(ら 。t)}に 於 て
,任 意 の時 酷

tL_nくt・ ・…くth-1くtk1こ ヨ時し,x(tk_t)(tr,)==Ct_1(1=1,

2… 一 ・n)を 奥 え た とき のx(t、 ,・e)の 麟 附 確 轍

則 がx(tk-t,ω)=k-t(Z電1迄,… … ゐ,ゐ くn)を 奥 え

た と き つ僚 件附 確 奉 法 則 に(確 率1を 以 て)等 しい 如 き・・

最 小 の正 整数 ゐが 存 在 す る と き,そ の確 牢過 程(系 列)

をA重Markoげ 逡 穆(藁 列)と い う。特 に6=1の

と き順 純M・rk・ffPtse(系 列)とv・ う.{・(E
,・・)}

がA垂MarKoff系 列 の とき は任 意 のLに対し

x(k…)とx(k--1,tu)(1)L)のmSUesuにoで ない

ものが 必 ず あ るが ・x(-E-1ω)(1=ユ,2,∴ … ・,n)に 勤

す るx(k・ ω)とx(k--n-1,ω)と の偏 桐 關 係 数 は

"≧hに対し すぺ て0で あ る
。 又x(k,ω)とx(k-1,

ω)(1=1・2・ … … )n)と の電 擢 關 係 婁虻1ま漣≧ゐ に 勤 し

ては 一 定 で あ るo


